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酸性繰聾泉の飲用ご血液カタラーゼ
岡 山 大 学 塩 泉 酎 究 朗 内 科
大 島
前報告に於て酸性緑普及柵原温泉が試験管
内で著しい酸化還元横棒の触媒作用を示すこ
とを明にした.藤野塘泉も程度は弱いが同様
に酸化還元酵素の働きを促進する･他方芦樺
は藤野鉱泉飲用後 血液 内の鉄,鍋, ニッケ
ル, コバルト等の重金属が凡て一過性に増加
することを誇明しているが.之等の元素はい
づノiLも著明な触媒作用を有することが周知で
ある,
そこで著者は上述の緑聾泉を飲用せしめた
後の体内酸化還元壇樽の変化をうかがう目的
で血液カタラ-ゼの測定を試みた･
実簸方法並に実輸材料
カタラーゼの測定方法は井上民法 に よっ
た.服部安蔵博士の御注意に従い過 マンガン
酸カ1)で滴定する話に硫酸マンガ-/,燐酸混
和液を加えて測定した場合としからざる場合
とを比較したが,両者の間に有家の差を認め
なかった.
藤野鉱泉並に柵原温泉の主要成分含有量は
前報告に記載したから省暑する.
家兎体重 】転につき泉水1ccを:5倍に蒸滑水
で稀釈し,ネラトン氏カテーテルを用い,宝
塩のままで蛋腹時の鬼に経口的に投与した.
採血は耳静脈よD行い,投与BU,投輿直後,
]時胤 2時間,3時間後まで採血した.対J!7p31に
は研究所の水道水を同量使用した･
実 畠 成 績
表に掲げた如くiF均値でみると対照に比し
良 雄
縁響泉飲用旗にはいずれも血液カタラーゼ教
が放下する傾向がみとめられる,要因分析を
行うと危険轡1.01で泉水と対.T!J'.1tのH削こ有意
の差を詔明できたが,泉水の種類と時間的経
過の相互関係は危険率0.05でも有意とならな
かった･文様野と柵原問にも有意の差を謹明
し得なかった.
経口的に投与せられた鉄は2価の形で吸収
せられ,消化管の粘膜内では3価の形で蛋自
体と結合していると考えられている.従って
吸牧の難易を閃電外とすれば,2価の族 を投
与しても3価の鉄を投与しても,体和こ吸収
せられてから以後の効果は同様であってさし
つかえがないことになる･実験に使用した当
時の藤 野鉱泉の試料中の旗は殆ど大部分が
3価 の形で存在し,柵原魂泉は之に反しその
大部分の旗が 2価の形で存在していたのであ
るが,血液カタラ-ゼ数.こ関する限り両鉱泉
飲用の影響に有意の差を認めなかったのは上
述の見解からみれば当然の結果とも考えられ
る.
鍵泉飲用後鉱泉に含まれていた鉄,銅その
他の重金葛が体内に吸牧せられると共に,そ
の刺戟によって体内の貯蔵所より之等の重金
属が一過性に動員せられ,酸化還元汲転に閲
興して,結局カタラーゼの消費を増加せしめ
たのであらう.
結 論
酸性絃替泉柵原温泉及び藤野鋳泉を家兎に
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経口的に投与し,肇雄ミたる水道水に比し,之
等の兼泉欧用後血液カタラ-ゼ数が低下する
ことを認めた.
比の研究には文部省科挙研究費の補
助を受けていることを附託する･
要 因 I SS
株替泉飲用と血液カタラーゼ数 QRT l 77621 E 3 9
泉桂 l兎 L前 直后 1時間 2時間 3時間 nl=2
n2=33
F(O･01)-5.32<F0-6･9
(日本温泉気候学会誌 昭26.7に掲載され
る予定)
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